
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入（実施した場合）

所管部・課

指定管理者 （株）東急コミュニティー

１　施設名等１　施設名等１　施設名等１　施設名等

住所 長野県岡谷市長地権現町四丁目11番51号

施設名 電話 ０２６６－２２ー５７８１

ホームページ

２　施設の概要２　施設の概要２　施設の概要２　施設の概要

設置年月 昭和５９年９月 根拠条例等

ホール（504席）、研修室（3室）、調理実習室（1室）、視聴覚・音楽室（1室）、生活技術講習室（1室）

図書室、面接相談室、学習交流室、あいとぴあＧテラス、印刷室、託児室

ホール（9,800円～）、研修室（800円～）、視聴覚・音楽室（1,100円～）、科学研究室（調理実習室）（600円～）、

生活技術講習室（600円～）　　（ただし、利用する部屋、時間帯により利用料金は異なる）

開所日

開所時間

３　現指定管理者前の管理運営状況３　現指定管理者前の管理運営状況３　現指定管理者前の管理運営状況３　現指定管理者前の管理運営状況

～平成17年度  直営・管理委託・ 指定管理・その他（　　　　　　　　　） 財団法人　長野県勤労者福祉事業団

平成18年度～20年度  直営・管理委託・指定管理 ・その他（　　　　　　　　　） 東急コミュニティー共同事業体

平成21年度～23年度  直営・管理委託・指定管理 ・その他（　　　　　　　　　） （株）東急コミュニティー

平成24年度～28年度  直営・管理委託・指定管理 ・その他（　　　　　　　　　） （株）東急コミュニティー

４　報告年度の指定管理者等４　報告年度の指定管理者等４　報告年度の指定管理者等４　報告年度の指定管理者等

指定管理者 （株）東急コミュニティー 指定期間 平成29年 ４月１日　～　令和４年３月３１日（５年間）

選定方法 公募（応募者数：2）・ 非公募（随意指定）

５　指定管理料（決算ベース）５　指定管理料（決算ベース）５　指定管理料（決算ベース）５　指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

35,480 千円 千円 千円

６　指定管理者が行う業務６　指定管理者が行う業務６　指定管理者が行う業務６　指定管理者が行う業務

・施設及び設備の維持管理に関する業務

・センターの利用の許可及び利用料金に関する業務

・上記業務に附帯する業務

・自主事業

７　利用実績等７　利用実績等７　利用実績等７　利用実績等

（１）利用実績【指標：稼動率】 （単位：％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和元年度（Ａ） 37.3 38.0 38.5 45.5 42.9 50.9 40.7 53.3 35.1 35.7 36.3 15.9 39.2

平成30年度（Ｂ） 39.4 33.0 46.2 44.0 31.2 39.0 40.1 38.5 33.9 38.9 45.1 33.3 38.6

（Ａ）/（Ｂ） 94.7 115.2 83.3 103.4 137.5 130.5 101.5 138.4 103.5 91.8 80.5 47.7 101.6

（２）利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和元年度（Ａ） 184 236 254 180 723 671 439 691 403 320 462 63 4,624

平成30年度（Ｂ） 335 513 465 592 555 389 529 610 192 146 196 176 4,698

（Ａ）/（Ｂ） 54.9 46.0 54.6 30.4 130.3 172.5 83.0 113.3 209.9 219.2 235.7 35.8 98.4

（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）

見直しの有無

（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

令和元年度（Ａ）：305日 令和元年度（A）：9:00～21:00

　 平成30年度（B）：307日 平成30年度（B）：9:00～21:00

（５）サービス向上のため実施した内容

（６）その他実施した取組内容

地元紙である岡谷市民新聞や長野日報、フリーペーパーの月刊ぷらざで有料広告を掲載した。　

岡谷市、諏訪市、茅野市、富士見市の図書館等の文化施設、南信地区の図書館に自主事業のチラシを置き、あいとぴあの周知を行った。

（７）利用者の主な声及びその対応状況

敷地内ケヤキにムクドリが飛来し、迷惑との苦情があったため、昨年度に引き続き、樹木の剪定・伐採を実施した。

有　・　無

ホームページをHTTPS化し安全性を高めるとともに、ウェッブアクセシビリティー対応を実施し、より幅広い利用者が閲覧できるように改良し

た。

増減要因等

4～7月はホール休館の影響による前年比減、３月は新型コロナの影響による利用料収入減により、１．6％の収入

減となった。

見直した場合はその内容

有　・　無 10月より消費税改定のため改定額相当分の利用料の増額を実施した。

開所日数 開所時間 見直しの有無 見直した場合はその内容

35,424 56

増減

理由

消費税率改定に伴う増等

増減要因等

2月・3月は、新型コロナの影響で稼働率が下がったものの、年度を通しては、天井工事終了後のホール稼働率が

好調であったことなどから昨年比1.6%増となった。

休館日は、毎週月曜日、祝日の翌日、１２月２９日から翌年１月３日まで　など

９：００～２１：００

期　　間 管　理　形　態 管理受託者又は指定管理者等

令和元年度（A） 平成30年度（B） 差（A）－（B）

指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：令和元年度】指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：令和元年度】指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：令和元年度】指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：令和元年度】

長野県男女共同参画センター（あいとぴあ）

長野県男女共同参画センター条例

設置目的 男女共同参画社会の形成の促進を図るための中心的な施設として設置

施設内容

県民文化部　人権・男女共同参画課

https://www.pref.nagano.lg.jp/aitopia/index.html

利用料金
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（様式２）

８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入）８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入）８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入）８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価評価評価評価

＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。

Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。

Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。

Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

９　施設管理運営の課題９　施設管理運営の課題９　施設管理運営の課題９　施設管理運営の課題

項　目

10　第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日：平成30年12月19日】

1．施設の目的に沿った管理運営

・施設の設置目的を考え女性を管理チーフにしたこ

とを評価する。

・利用に沿った管理運営と思う。施設運営におい

て、若年者に対しても利用できる違った角度からの

見方もあると思う。

　協定書、仕様書及び事業計画書に基づ

いた適正な管理運営を実施していること

を、今後も引き続き確認していきます。　ま

た、若年者の利用促進方法を検討していき

ます。

　協定書、仕様書及び事業計画書に基づ

いた管理運営が実施されている。

　また、若年者の利用促進のための事業も

展開されている。

２．平等な利用の確保

・平成29年度から指定管理者としてホームページを

開設し施設の予約状況を発信しており、利用機会

を平等に与える一助となっている。情報の更新頻

度を高めていただきたい。

ホームページからの情報発信を引き続き実

施していく。また、他の情報媒体からの情

報発信についても検討していきます。

随時、必要な情報発信に努めている。

指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

施設の管理運

営の課題

建築後35年以上経過し、貸館事業として施設利用者の増大

を図るためには、時代のニーズに対応した設備・備品の充

実、100人程度の会議に利用可能な研修室の改修などの取

り組みも必要と考えます。

大規模修繕等は計画的に進めていく。

第三者評価における指摘・意見等

管理運営等への反映状況

指定管理者 所管課

収支状況 収入40,105千円に対し、直接的支出は36,538千円であった。 適切な収支管理が行われた。 A

総合評価

ホールは天井工事の為7月までクローズだったが、リニューア

ルオープン後は待ち望んだ常連の利用者で賑わい、順調な

滑り出しだった。しかし年明けから新型コロナウイルスの影響

でキャンセルが続き、研修室においても開催の自粛が多く、

予定していた結果に至らなかった。

自主事業は今年度新しい試みとして企画した「ウクレレ教室」

が受講者の皆さんに大変喜ばれた講座となった。講座終了

後は、講師の先生主催で定期的に教室を開いており、持続

的に施設を利用する、自主事業が目指す理想的な形となっ

た。また、「自分発信講座」（SNSについて学ぶ講座）ではグ

ループLINEを作り、講座終了後も近況を報告し合ったり、グ

ループ内で独自の講座を開催するなど発展した活動ができ

た。

今後もこのような発展を遂げる講座になるよう、テーマ選定を

注意深くしていきたい。

適切な管理運営が行われた。

引き続き、効果的な自主事業の実施により、稼働率

の向上を図っていただきたい。

B

自主事業 11事業に対し、集客は878名（参加者）となった。 当初計画した自主事業が概ね実施された。 B

職員・管理体制

常勤職員2名、非常勤職員5名の計7名体制とし、必要時にエ

リアセンターからの要員の補充を実施した。

施設運営にあたり必要な職員配置が行われた。 B

平等な利用の

確保

利用予約は先着順で受け付けるなど、平等な利用を確保し

た。

平等な利用を確保できたと認められる。 B

利用者サービ

ス向上の取組

利用者アンケートを実施し、利用者の声を把握し、速やかな

対応に努めた。利用者サービスとして「ポイントカード」を導入

し、利用率の向上に努めている。

利用者アンケートを実施する等して利用者の声を把

握し、サービス向上に努めている。

B

項目 指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

施設の目的に

沿った管理運

営

協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を実施

できた。

協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運

営が実施された。

B
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５．職員・管理体制

・女性チーフを配置したことにより利用者のニーズ

に応じたサービス提供が可能になったのではない

か。

・女性ならではの視点を取り入れた管理運

営、自主事業を引き続き実施していく。

誰にとっても利用しやすい施設を目指した

運営が行われている。

３．利用者サービス向上の取組

・利用者の声で会社として可能な限り対応すること

がサービス向上につながりリピータが増加すると思

われる。

・アンケートを随時取り、対応していることでサービ

ス向上に努めているが、時間の都合で要望等記入

できない場合もあるため、アンケート箱投函やFAX

での対応も必要ではないかと思われる。

・利用者アンケートの実施により、利用者の声を把

握し、サービス向上に努めている。回答の約9割が

職員対応を良しとしていることは評価できる。

・設備の近代化等、もう少し取組が必要と思う。

自主事業収入の増に努めている。

・利用者の声には、可能な限り対応してい

きます。

・アンケートについては、利用者の意見、要

望等をより広く聞けるよう実施方法を検討し

ていきます。

利用者の要望や意見を把握し、指定管理

者とともに利用者サービスの向上に努めて

いる。

設備の近代化（施設の修繕・改修）は、指

定管理者と協議し、検討を進めている。

４．自主事業

・男女共同参画に資する自主事業は県や市町村と

タイアップして行うべきと考える。一方、収益を得る

ための自主事業を検討すべきと考える。

・収入＜支出の事業が多いが、利益を上げること

が目的ではないので、「今後も続けてほしい」等の

声を反映して行って欲しい。

・自主事業はもっと増やしてよいと思う。施設の目

的もあるが、将来利用する若年者に対する事業を

行えば、より一層の利用価値も生まれると思う。

・より充実した自主事業を行い、自主事業収入を上

げる必要があると思う。

・男女共同参画に資する自主事業は県や

市町村とタイアップ方法を検討します。ま

た、収益を得るための自主事業も検討しま

す。

・「今後も続けてほしい」等の声のある事業

は収益に関係なく、できる限り継続していき

ます。

過去の実績を踏まえ、より充実した自主事

業となるよう企画・運営が行われいてい

る。

７．総合評価

・男女共同参画に資する事業の利用実績の向上を

図ることは難しいと思われるがそれが本来の導入

目的である。一方で、貸館という目的もあるので企

業努力で利用実績増を図っていただきたい。

・自主事業については、利用者の増加、満足につ

ながるような事業が実施されたのではないか。

・県主催の事業、相談等は、各市町村との共同開

催も多く連携が取れている。自主事業に関しても、

各市町村担当課や地域団体向けの内容の要望を

精査し計画したらどうか。

・総じて問題はないが、利用される施設になるべ

く、広報・目的に合った多角的な事業展開があって

よいと思う。

・男女共同参画に資する事業を行いつつ、

利用実績増に向けて努力していきます。

利用者増に向けた取り組みについて、指

定管理者と検討を重ねている。

６．収支状況

・指定管理者制度導入施設としては費用対効果が

低いと考える。

・より充実した自主事業を行い、自主事業収入を上

げる必要があると思う。

適正な人件費や管理費等の必要経費を確

保しながら、利用者のサービスの質の向

上、安定的な経営といった観点を重視し、

今後も収支が黒字となるよう、効率的な運

営に努めていくとともに自主事業収益性の

向上にも努めていきます。
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